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立地環境

松林ではハマヒルガオやコウボウ
ムギなどの植物が見られます。海

浜からは大山が眺望でき、周辺にはア
ジア博物館・井上靖記念館があります。
松原を眺めるなら、弓ヶ浜展望広場がお
すすめです。

日本海が創造した弓ヶ浜半島にかかる

白砂青松の帯

松原の
今昔物語

　起伏の少ない弓ヶ浜半島は古くから開拓され、約 8割が
農地として利用されていますが、海に囲まれる砂州である
ため、飛砂や潮害が繰り返されてきました。
　この被害から内陸の農地などを保護するため、戦後、治
山事業により継続的にクロマツが植林されました。
　現在では樹高 10 ～ 20m に成長した松林は、前方にスカ
イブルーの日本海、後方に国立公園大山を望み、夏には県
内外の観光客で賑わう白砂青松の地となっています。
　この松林も昭和 50 年代からマツクイムシの被害にみまわ
れましたが、地域一帯となった駆除などにより、現在まで
この白砂青松が守られています。

日本海と中海を隔てる砂州である弓ヶ浜半島の
日本海側に位置します。

立地環境
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●電車やバスの場合
JR山陰本線米子駅からタクシーで

10～15分
●車の場合
国道431号線沿い、弓ヶ浜展望広場
駐車場有り

弓ヶ浜
●所在地／米子市、境港市
●規　模／幅0.07～ 0.12km、長さ10km、面積100ha、樹齢35～ 80年
●指　定／飛砂防備保安林、保健保安林
●問合せ／米子市観光課　電話0859-23-5211
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